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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は気候変動による河川魚類への影響を気候変化、河川の流量レジーム・水温の変化、河川

の水理量の変化、魚類への変化の一連のプロセスのモデル化により予測した研究であり、気候変動

下の生態系への影響を評価する手法論としての新規性があると同時に、菊池川という具体の河川に

おけるオイカワやカワムツの個別の種の生息環境の予測を行った点に独自性が見られる研究となっ

ている。 
本研究は水文学、水理学、生態学の統合的なアプローチにより魚類への気候変動の影響を予測し

た研究であり、河川工学上、応用生態工学上、価値ある業績であり、博士（工学）に値するものと

認める。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


